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４ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 （ 要 点 ）  

 
日    時 

場    所 

 

出席委員 

 

 

会議に出席した

者の職･氏名 

 

 

 

傍聴人 

 

議 題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

令和６年４月 22日（月）午後２時 00分 

庁舎第３別館２階 会議室 

 

教育長 小澤和樹、委員 山本泰正、委員 長井俊朗 

委員 竹田美和、委員 野間真美  

 

副教育長 鳥生敬二、教育政策局長 波頭健 

教育大綱推進課長 鳥生幸司、学校教育課長 井上洋、 

生涯学習課長 畑紀輔、学校給食課長 清水恵蔵、 

教育大綱推進課長補佐 﨑山憲一 

 

一般１名 

 

議案 

 議案第13号 令和６年度今治市教育大綱推進実施計画につい

て 

 議案第 14号 今治市開発総合センター運営審議会委員の委嘱 

について 

議案第 15号 今治市いじめ防止対策委員会委員の委嘱について 

 

その他１  令和６年度教科書採択の手順について 

 

 

午後２時00分、開会を宣す 

 

日程番号１、３月定例教育委員会の会議録を承認してよいか問

う 

  

承認する 

 

 日程番号２、会議録の署名委員に、竹田委員、野間委員を指名

する。 

 

日程番号３、教育長報告を行う 

 

質疑がないか問う 
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－各委員－ 

 

 

小澤教育長 

 

 

鳥生教育大綱推進課長 

 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

畑生涯学習課長 

 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

井上学校教育課長 

 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

質疑なし 

 

＜議題審議＞ 

 「議案第13号 令和６年度今治市教育大綱推進実施計画につい

て」説明を求める 

 

―「議案第13号 令和６年度今治市教育大綱推進実施計画につ

いて」説明― 

 

質疑はないか問う 

 

質問なし 

 

承認してよいか問う 

 

承認する 

 

「議案第14号 今治市開発総合センター運営審議会委員の委

嘱について」説明を求める 

 

―「議案第14号 今治市開発総合センター運営審議会委員の委嘱 

について」説明― 

 

質疑はないか問う 

 

なし 

 

承認してよいか問う 

 

承認する 

 

 「議案第15号 今治市いじめ防止対策委員会委員の委嘱につい

て」説明を求める 

 

―「議案第15号 今治市いじめ防止対策委員会委員の委嘱につ

いて」説明― 

 

質疑はないか問う 

 

なし 



 3 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

 

井上学校教育課長 

 

小澤教育長 

 

野間委員 

 

 

 

 

 

井上学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

野間委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認してよいか問う 

 

承認する 

 

「その他１ 令和６年度教科書採択の手順について」説明を求め

る 

 

―「その他１ 令和６年度教科書採択の手順について」説明― 

 

質問はないか問う 

 

今年も適切に教科書の選定に努めたいと思う。学校の先生が教

科の指導をする際に、どのように教科書を使うのか教えてほし

い。教科の指導方法について、一人一人の先生が教科書に向き合

うのか、市全体でガイドラインを作ったり合同で勉強したりする

のでしょうか。 

 

指導用教科書の中には、このように教えたらわかりやすいとか

朱書きの記載がございます。わかりやすい授業にするために、学

校の状況に応じて複数の教師がいた場合は先生同士や、学年主任

や教科主任に相談し、このように教えるのが良いという協議をす

るなど各学校で工夫しながら指導に当たっているのが現状でご

ざいます。 

 

今後、クラスの数や先生の数も減ってくると、特に若い先生は

相談しにくくなると思う。今治市は相談できる機会はあるのです

か。また、採択地区について、今後、四国地域も人数が減ってく

ると、東予地区とか、愛媛県で一つとかも考えられる。大阪など

様々な地域で、色々な市が採択地区を一つにして同じ教科書を使

っている所がある。 

今すぐではないが、これから人数が減っていくことに向かって

対策をしておくことが大切なことだと思う。例えば東予地区を一

つの採択地区として、同じ教科書にすると、先生方は相談先や情

報量が圧倒的に増えて、今までは同じ学校の年配の先生にしか聞

けなかったけれど、若手の何人もの先生と一緒に話ができること

もあると思う。 

先生離れが増えているというので、そういう時に相談できる体

制を作ると、仕事を離れる人も減ってくると考えます。 
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山本委員 

 

 

 

 

 

 

野間委員 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野間委員 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

 

 

 

自分の認識では、市町村で教科書の採択の権限は委ねられてい

る。それが前提にある。次に今治市は学校管理規則というのがあ

って、その規則に沿って、学校の校長が教育委員会で選定した教

科書をベースにして、校長のマネジメント、学校経営の在り方の

方針が出されるわけですから、与えられた教材を基本として指導

をしていく、これが骨組みだと理解している。 

 

採択地区の単位を複数の自治体で合わせていく地域もあるん

ですよね。 

 

そうですね。県とそのような状況も共有しつつ、教科書が違っ

ていても、市町で義務教育を卒業するまでに教える内容は、ほぼ

同じというところがあり、指導内容や単元による導入で、どのよ

うな教材や教具を使うと良いかということを、市内あるいは県内

で情報共有や研修する機会は設けております。 

また、初任者の先生たちには、初任者指導の先生が、最初に指

導案の書き方や、書いたものをどのように授業に生かすのかとい

う指導もしております。私も振り返りますと最初に書いた指導案

を、初任者指導の先生や教科主任の先生、校長先生にも見ていた

だいたように、学校に若い先生を育てる仕組みがある学校は色々

な所で充実しているので、そのように出来るように今治市も目指

していく必要があると考えます。 

また、教科書が変わると、これまで積み重ねてきたテスト問題

やテスト対策のドリルとかを、新たに直さなければならない手間

もありますが、そこは教職員にとりましても、新たな指導方法を

考える良い機会になるといったプラスの捉えも必要ではないか

なと思います。 

 

 子どもの数が減っている現実を日々耳にします。今回のこのよ

うな話し合いをきっかけとして、10年後、20年後に先生方が早く

から取り組んでおいて良かった。子どもたちにとっても良かった

というようになればと思います。 

 

 おっしゃるとおり児童・生徒数も減ってきて、小規模の学校で

は若い先生がスタートの段階から一人でその教科の３学年を教

えなければならない。そして、先輩に校内で聞くことができない

環境にある先生方にとっては、特に他の学校との連携も必要にな

ってくると思われます。そういったところを情報交換できるよう

に努めていきます。 
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小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

－各委員－ 

 

小澤教育長 

 

竹田委員 

 

 

 

 

 

井上学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

竹田委員 

 

 

 

 

小澤教育長 

 

 

 

 

他に意見はないか問う 

 

なし 

 

承認してよいか問う 

 

承認する 

 

その他の意見はないか問う 

 

昨年度の総合教育会議で、私が欠席連絡をメールでしている他

県の学校の話をしましたが、そのことについて学校教育課の方か

ら各学校に何かの指導があったのでしょうか。と言うのも、今年

度から桜井中学校では「マチコミ」を活用した欠席連絡が取り入

られ、すぐに実行していただいたのかなと思っています。 

 

委員の発言を受けて、情報教育担当と各学校とで相談をして、

ホームページを使って欠席連絡ができるところ、マチコミなどで

できるところ、それだけでなく連絡をもらってから、さらに電話

で確認するところ、各学校で人数規模も違いますので、できるこ

とは何なのか考えてやっていただきたいというお願いをしまし

た。 

 

桜井中学校では、早速「マチコミ」の「お休み連絡」の機能で、

欠席とか遅刻する内容を選んで理由を入れて送信しておくと、後

ほど担任の先生から電話がかかってくるというシステムを取り

入れていただきました。ありがとうございました。 

 

連絡があって後ほど電話連絡をとるのも大事ですね。桜井中学

校の取組を横展開していけたらと思います。 

良い情報提供をありがとうございました。 

 

午後２時39分、閉会を宣す 

 

 


